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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第104期

第３四半期連結
累計期間

第105期
第３四半期連結
累計期間

第104期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 54,414 65,009 76,100

経常利益（百万円） 1,808 2,633 2,853

四半期（当期）純利益 481 1,485 856

四半期包括利益

又は包括利益（百万円）
△821 2,023 112

純資産額（百万円） 34,282 36,424 35,106

総資産額（百万円） 65,440 71,303 70,768

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
13.16 40.80 23.45

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 49.5 48.4 47.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,506 △299 4,376

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,801 △3,933 △5,511

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
176 727 649

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（百万円）
9,627 7,689 11,178

　

回次
第104期

第３四半期連結
会計期間

第105期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 3.85 15.81

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では緩やかな回復基調が　続いているものの、中国での景

気の拡大傾向の鈍化や、欧州の財政問題の長期化など、先行きへの不透明感が続いております。日本経済は、東日

本大震災からの復興需要等による持ち直しの動きが見られましたが、世界経済の減速等を背景に輸出や生産が減

少し、厳しい状況が続きました。

自動車業界におきましては、円高の継続やガソリン価格の高止まりなど不安材料はあったものの、東日本大震

災からの復興とエコカー減税による内需および新興国での市場の拡大により、生産・販売ともに前年同期を上回

る状況となりました。

このような環境のなか、当社グループの主力製品である自動車・輸送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂

製品は、顧客である自動車メーカーの生産回復が大きく影響し、前年同期と比べて生産が大幅に増加いたしまし

た。

　

当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は650億９百万円（前年同期比19.5％増加）となりました。ま

た、利益面につきましては、構造改革によるコスト削減等の効果により、経常利益は26億33百万円（前年同期比

45.6％増加）、当期純利益は14億85百万円（前年同期比208.7％増加）と増益となりました。

　

製品別では、車輌配管製品（ブレーキ・燃料配管用等）、エンジンシステム向けのブレージング製品（燃料噴

射用、冷却水循環用、オイル冷却用等）、樹脂製品（クイックコネクター、樹脂チューブ製品等）、および車輌安全

製品（シートベルト用）のいずれの製品も、前年同期と比較して売上が増加いたしました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①　日本

東日本大震災の影響による自動車減産からの回復により取引先自動車メーカー各社からの受注が増加いた

しました結果、売上高は314億７百万円（前年同期比3.5％増加）、構造改革によるコスト削減等の効果により、

セグメント利益は22億27百万円（前年同期比34.8％増加）と増収増益となりました。

②　北南米

取引先自動車メーカー各社からの受注の増加により、売上高は180億７百万円（前年同期比54.1％増加）と

なりましたが、費用の増加により68百万円のセグメント損失（前年同期は117百万円のセグメント利益）とな

りました。

③　中国

取引先自動車メーカー各社からの受注の増加により、売上高は46億21百万円（前年同期比25.9％増加）とな

りましたが、費用の増加により40百万円のセグメント損失（前年同期は91百万円のセグメント利益）となりま

した。

④　アジア

インドをはじめとする東南アジアにおける自動車市場は引き続き堅調に推移し、売上高は78億64百万円（前

年同期比21.3％増加）、となりましたが、前期に発生したタイの洪水被害の影響が残ったほか円高による為替

等の影響を受け、セグメント利益は５億37百万円（前期比28.1％減少）となりました。

⑤　欧州

　取引先自動車メーカーからの受注が増加したことにより、売上高は31億10百万円（前年同期比40.3％増加）、

セグメント利益は56百万円（前年同期は60百万円のセグメント損失）と増収増益となりました。  
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(2) キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により２億99百万円減少、投資活動により

39億33百万円減少、財務活動により７億27百万円増加などの結果、当第３四半期連結会計期間末には76億89百万円

（前連結会計年度末比34億89百万円減）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間において営業活動に使用された資金は、税金等調整前四半期純利益が30億45百万円

（前第３四半期連結累計期間比12億55万円増）、減価償却費が29億50百万円（同10百万円減）、売上債権の減少に

よる資金増が１億71百万円（前年同四半期は資金の減少 20百万円）、たな卸資産の増加による資金減が18億86百

万円（同２億70百万円増）、仕入債務の減少による資金減が15億73百万円（同２億18百万円減）、法人税等の支払

による資金減が19億62百万円（同７億46百万円増）などにより、２億99百万円（前年同四半期は資金の増加 15億

６百万円）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間において投資活動に使用された資金は、有形固定資産の取得による支出が35億４百万

円（同１億27百万円減）などにより、39億33百万円（同１億32百万円増）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間において財務活動により得られた資金は、短期借入金の増加による収入９億12百万円

（同４億97百万円減）、長期借入金の増加による収入５億78百万円（前年同四半期は資金の減少 １億90百万

円）、配当金の支払による減少７億28百万円（前第３四半期連結会計期間比34百万円増）などにより、７億27百万

円（同５億51百万円増）となりました。　

　　  

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、16億19百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 144,848,000

計 144,848,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行
数(株)

（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 37,112,000 37,112,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 37,112,000 37,112,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 37,112,000 － 3,481 － 2,969

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式     715,800 － 　－

完全議決権株式（その他） 　普通株式  36,375,300 363,753 　－

単元未満株式 　普通株式      20,900 － 　－

発行済株式総数 37,112,000 － －

総株主の議決権 － 363,753 －

　

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三櫻工業株式会社
東京都渋谷区恵比寿

一丁目23番23号
715,800 － 715,800 1.93

計 － 715,800 － 715,800 1.93

　

　

２【役員の状況】

   該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,309 7,820

受取手形及び売掛金 ※2
 13,105

※2
 12,992

商品及び製品 3,223 3,436

仕掛品 2,928 3,708

原材料及び貯蔵品 5,396 6,367

繰延税金資産 953 717

その他 1,079 1,927

流動資産合計 37,992 36,966

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,495 13,954

機械装置及び運搬具 41,206 42,542

工具、器具及び備品 7,043 7,424

土地 3,957 3,937

リース資産 233 241

建設仮勘定 1,423 1,788

減価償却累計額 △43,605 △45,327

減損損失累計額 △478 △482

有形固定資産合計 23,275 24,078

無形固定資産

リース資産 115 86

その他 359 481

無形固定資産合計 474 567

投資その他の資産

投資有価証券 5,187 5,745

繰延税金資産 3,243 3,442

その他 597 505

投資その他の資産合計 9,027 9,692

固定資産合計 32,776 34,337

資産合計 70,768 71,303
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 11,840 10,446

短期借入金 5,458 7,289

未払金 1,722 1,605

リース債務 87 78

未払法人税等 2,073 562

賞与引当金 800 374

製品保証引当金 169 151

その他 1,455 2,199

流動負債合計 23,605 22,703

固定負債

長期借入金 1,971 1,665

リース債務 141 107

退職給付引当金 9,751 10,118

役員退職慰労引当金 195 174

繰延税金負債 － 111

固定負債合計 12,057 12,176

負債合計 35,662 34,879

純資産の部

株主資本

資本金 3,481 3,481

資本剰余金 2,998 2,998

利益剰余金 29,655 30,412

自己株式 △476 △477

株主資本合計 35,657 36,414

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,673 1,843

繰延ヘッジ損益 △37 △58

為替換算調整勘定 △3,717 △3,671

その他の包括利益累計額合計 △2,082 △1,886

少数株主持分 1,531 1,896

純資産合計 35,106 36,424

負債純資産合計 70,768 71,303
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 54,414 65,009

売上原価 46,515 55,426

売上総利益 7,899 9,583

販売費及び一般管理費 5,586 7,164

営業利益 2,313 2,420

営業外収益

受取利息 50 11

受取配当金 67 77

為替差益 － 349

その他 62 34

営業外収益合計 179 470

営業外費用

支払利息 148 201

為替差損 506 －

その他 29 56

営業外費用合計 684 257

経常利益 1,808 2,633

特別利益

固定資産売却益 4 10

受取保険金 － 468

特別利益合計 4 478

特別損失

固定資産除却損 21 66

固定資産売却損 1 －

特別損失合計 21 66

税金等調整前四半期純利益 1,790 3,045

法人税、住民税及び事業税 764 1,189

法人税等調整額 371 59

法人税等合計 1,135 1,248

少数株主損益調整前四半期純利益 655 1,797

少数株主利益 174 312

四半期純利益 481 1,485
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 655 1,797

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △459 171

繰延ヘッジ損益 6 △21

為替換算調整勘定 △1,023 77

その他の包括利益合計 △1,476 227

四半期包括利益 △821 2,023

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △796 1,681

少数株主に係る四半期包括利益 △25 343
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,790 3,045

減価償却費 2,960 2,950

有形固定資産除却損 21 66

退職給付引当金の増減額（△は減少） 615 368

未払金の増減額（△は減少） 667 △84

受取保険金 － △468

受取利息及び受取配当金 △117 △87

支払利息 148 201

有形固定資産売却損益（△は益） △3 △10

売上債権の増減額（△は増加） △20 171

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,616 △1,886

仕入債務の増減額（△は減少） △1,791 △1,573

その他 113 △366

小計 2,767 2,326

利息及び配当金の受取額 118 87

利息の支払額 △165 △217

法人税等の支払額 △1,216 △1,962

過年度法人税等の支払額 － △659

保険金の受取額 － 126

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,506 △299

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,631 △3,504

有形固定資産の売却による収入 4 10

投資有価証券の取得による支出 △11 △295

投資有価証券の売却による収入 － 0

その他 △162 △144

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,801 △3,933

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,760 2,899

短期借入金の返済による支出 △2,351 △1,987

長期借入れによる収入 705 1,273

長期借入金の返済による支出 △895 △695

自己株式の取得による支出 △200 △0

配当金の支払額 △694 △728

少数株主への配当金の支払額 △149 △35

財務活動によるキャッシュ・フロー 176 727

現金及び現金同等物に係る換算差額 △192 16

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,312 △3,489

現金及び現金同等物の期首残高 11,939 11,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 9,627

※1
 7,689
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以降に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。 

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  １．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対する保証債務は下記の通りであります。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

従業員 2百万円 従業員 3百万円

計 2 計 3

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 18百万円 23百万円

支払手形 429 －
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 9,758百万円 7,820百万円

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 △131 △131

現金及び現金同等物 9,627 7,689

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

 

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年

５月13日

取締役会

普通株式　 348 9.5
平成23年

３月31日　

平成23年

６月６日　
利益剰余金　

平成23年

11月４日

取締役会

普通株式　 346 9.5
平成23年

９月30日　

平成23年

12月１日　
利益剰余金　

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

 

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年

５月17日

取締役会

普通株式　 346 9.5
平成24年

３月31日　

平成24年

６月４日　
利益剰余金　

平成24年

11月13日

取締役会

普通株式　 382 10.5
平成24年

９月30日　

平成24年

12月３日　
利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期連結
　

損益計算書
　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
30,35611,6892,216 3,669 6,48454,414 － 54,414

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

10,215 78 － 661 5 10,958△10,958 －

計 40,57111,7672,216 4,330 6,48965,372△10,95854,414

　セグメント利益

　又は損失（△）
1,652 117 △60 91 747 2,547 △234 2,313

（注） １. セグメント利益又は損失（△）の調整額には、たな卸資産の調整額等△274百万円が含まれております。

　　　 ２. セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期連結
　

損益計算書
　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
31,40718,0073,110 4,621 7,86465,009 － 65,009

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

11,799 79 － 823 46 12,748△12,748 －

計 43,20618,0873,110 5,444 7,91077,757△12,74865,009

　セグメント利益

　又は損失（△）
2,227 △68 56 △40 537 2,713 △294 2,420

（注） １. セグメント利益又は損失（△）の調整額には、たな卸資産の調整額等△60百万円が含まれております。

　　　 ２. セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 13円16銭 40円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 481 1,485

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 481 1,485

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,529 36,396

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　　

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。　

　

２【その他】

平成24年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………382百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………10円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月３日

（注）　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２５年２月８日

三櫻工業株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 芝田　雅也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 沼田　敦士　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三櫻工業株式
会社の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２４年１０
月１日から平成２４年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年１２月３
１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計
算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三櫻工業株式会社及び連結子会社の平成２４年１２月３１日現在の
財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）　１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四
　　 半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２.　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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